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1. はじめに 

近年，複数の客観的評価スコアを組み合わせること

により，より主観評価に近い客観的評価値が得られる

ことがわかってきた[1]．しかしどのスコアの組み合わ

せが最適であるか明らかではない．本稿では，深層ニュ

ーラルネットワークを利用し，複数スコアを組み合わ

せることを提案する．画像サイズ，元画像，劣化画像を

そ れ ぞ れ 𝑁 = 𝑚 × 𝑛，𝑋 = {𝑥𝑖|𝑖 = 1,2, … , 𝑁}，𝑌 =

{𝑦𝑖|𝑖 = 1,2, … , 𝑁} のように定義する． 

2. 提案手法 

元画像と劣化画像の差を𝑍，また𝑍の平均と分散をそ

れぞれ𝜇𝑧, 𝜎𝑧とし，以下のように定義する． 
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𝜇𝑧, 𝜎𝑍に加え，従来法の MSSIM[3]と WSNR[4]のスコアを

合わせた合計 4 つのスコアを深層ニューラルネットワ

ークの入力に利用することで，客観的評価スコアの組

み合わせを実現する．𝜇𝑧 , 𝜎𝑍の 2 つのパラメータを使用

することで，ネットワークが疑似的に劣化具合を学習

することを期待する． 

3. 評価実験 

客観的画像評価法の性能は相関係数(CC)とスピアマ

ンの順位相関係数（SROCC）で評価を行う．2 つの値は 1

に近づくほど性能が高いことを示す．学習とテストに

画像データベース TID2013[2]を利用する．TID2013 に

は 25 種類の画像に 24 種のノイズが 5 段階の強さでか

けられている合計 3000枚の画像データが含まれている． 

使用する深層ニューラルネットワークは順伝搬型で，

各中間層においてバッチノーマライゼーションを適用

することで精度の上昇を図る．本実験で用いた深層ニ

ューラルネットワークの構成を表 1 に示す．また，エポ

ック数を 300，500，1000と変化させることで，学習の

深度も調査を行った．提案手法の性能比較対象として，

代表的な客観的画像評価法の MSSIM と単一の客観的画

像評価法として性能の高い FSIM[5]を用意した． 

 

 

 

表 1 ネットワーク構成 

入力層 4 

中間層 40，25，6，12 

出力層 1 

バッチ数 64 

学習データ数： 2400 

テストデータ数 600 

エポック数 1000，500，300 

 

表 2 提案法と従来法のスコアの比較 

評価法 エポック数 CC SROCC 

提案法 1000 0.969 0.961 

 500 0.963 0.957 

 300 0.958 0.951 

MSSIM   0.780 0.787 

FSIM   0.817 0.801 

 

実験結果は表 2 の通りである．表 2 より，従来法に

比べ CC，SROCC 共に約 19%以上性能が向上しているこ

とが確認できる．またエポック数を変化させた際に，

エポック数を増加させるほどより性能の向上が確認で

きる． 

4. おわりに 

客観的画像評価スコアの組み合わせの手段として深

層ニューラルネットワークを利用し，性能が約 19%以上

向上したことが確認できた． 
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